
topics
topics
〇
特
集
：
南
丹
市
20年

の
歩
み

〇
特
集
：
南
丹
市
20年

の
歩
み

〇
特
集
：
気
づ
く
、
人
と
つ
な
が
る

〇
特
集
：
気
づ
く
、
人
と
つ
な
が
る

　
人
権
文
化
の
ま
ち
・
南
丹
市

　
人
権
文
化
の
ま
ち
・
南
丹
市

〇
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

〇
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

・
京
都
サ
ン
ガ
F.C
.南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

・
京
都
サ
ン
ガ
F.C
.南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
　
ほ
か

　
ほ
か

令
和
7年
10月

1日

本実
格施

午
前
99
時
〜
午
後
44
時
3300
分

 ☎
電
話
受
付

も
同
様
で
す

開
庁
時
間
変変
更更
の
お
知
ら
せ

対
象
施
設

◦
市
役
所
本
庁

　
� ※
市
民
課
窓
口
延
長
日（
第
2・第

4水
曜
日
：
本
庁

の
み
）は
変
更
あ
り
ま
せ
ん（
午
後
7時
ま
で
）。

◦
各
支
所

◦
美
山
町
各
地
域
振
興
会
行
政
窓
口

Ⓒ
KYO

TO
.P.S.



2広報なんたん11月号

南
丹
市
20
年
の
歩
み

平
成
18
年
1
月
1
日
、
旧
園
部
町
・
旧
八
木
町
・
旧
日
吉
町
・
旧
美
山
町
の
4
町
が
合
併
し
、「
南
丹
市
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
令
和
8
年
1
月
1
日
、
南
丹
市
は
市
制
施
行
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
、
４
年
ず
つ
全
５
回
に
わ
た
り
、
20
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
特
集
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

２
月
11
日

南
丹
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
現
職
15
人
、
新
人
７
人

が
当
選

３
月
23
日

内
林
町
土
地
区
画
整
理
事
業
記
念
碑
除
幕
式
及
び
竣
工

式
①

28
日

京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
完
成
記

念
式
典
②

４
月
８
日

南
丹
市
長
選
挙
…
西
村
良
平
氏
が
当
選

27
日

佐
々
木
稔
納
市
長
退
庁
式

５
月
１
日

西
村
良
平
市
長
登
庁
式

６
月
５
日

第
１
回
南
丹
市
社
会
教
育
委
員
会
議

７
月
２
日

南
丹
市
美
山
町
自
然
文
化
村
創
立
30
周
年
記
念
式
典

５
日

平
成
30
年
７
月
豪
雨
…
西
日
本
を
中
心
に
大
雨
が
降
り

続
き
、
日
吉
ダ
ム
で
は
６
日
に「
非
常
用
洪
水
吐
」が
開

放
さ
れ
、
最
大
で
毎
秒
９
０
７
ト
ン
の
放
流
が
行
わ
れ
た
。

14
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村
オ
ー
プ
ン
15
周
年
感
謝
祭

10
月
１
日

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
20
周
年
記
念
式
典
③

12
月
８
日

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
25
周
年
記
念
式

典
④

20
日

市
長
と
語
ろ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り（
第
１
回
）⑤

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

１
月
30
日

南
丹
市
教
育
委
員
・
社
会
教
育
委
員
懇
談
会

３
月
11
日

南
丹
市
内
郵
便
局
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
協
定
書
調

印
式
⑥

20
日

第
１
回
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

26
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村　
横
綱
鶴
竜
関
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
⑦

５
月
７
日

大
飯
原
発
安
全
協
定
締
結
式

18
日

世
界
茅
葺
き
会
議　
第
６
回
日
本
大
会
２
０
１
９
…
日

本
で
初
め
て
の
開
催
で
、
か
や
ぶ
き
の
里
を
会
場
に
世

界
７
カ
国
１
５
０
人
の
茅
葺
き
職
人
が
訪
れ
た
。

26
日

明
治
国
際
医
療
大
学
創
設
者
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
顕
彰
碑

除
幕
式

28
日

南
丹
市
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
委
嘱
式

６
月
27
日

亀
岡
市
か
ら
南
丹
市
へ
の
水
道
用
水
の
供
給
に
関
す
る

基
本
協
定
締
結
式

９
月
27
日

斎
田
抜
穂
の
儀
…
天
皇
の
代
替
わ
り
に
伴
う
皇
室
行
事

で
あ
る
大
嘗
祭
で
使
う
米
の
収
穫
の
儀
式
⑧

10
月
１
日

ぐ
る
り
ん
バ
ス
新
光
悦
村
線
運
行
開
始

27
日

園
部
藩
立
藩
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
…
園
部
藩
の
立
藩

か
ら
４
０
０
年
を
記
念
し
、
生
身
天
満
宮
祭
礼
行
列
や
初

代
藩
主
の
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
等
が
開
催
さ
れ
た
。
⑨
⑩

2
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3 広報なんたん11月号

810

579

46

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

２
月
11
日

南
丹
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
現
職
15
人
、
新
人
７
人

が
当
選

３
月
23
日

内
林
町
土
地
区
画
整
理
事
業
記
念
碑
除
幕
式
及
び
竣
工

式
①

28
日

京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
完
成
記

念
式
典
②

４
月
８
日

南
丹
市
長
選
挙
…
西
村
良
平
氏
が
当
選

27
日

佐
々
木
稔
納
市
長
退
庁
式

５
月
１
日

西
村
良
平
市
長
登
庁
式

６
月
５
日

第
１
回
南
丹
市
社
会
教
育
委
員
会
議

７
月
２
日

南
丹
市
美
山
町
自
然
文
化
村
創
立
30
周
年
記
念
式
典

５
日

平
成
30
年
７
月
豪
雨
…
西
日
本
を
中
心
に
大
雨
が
降
り

続
き
、
日
吉
ダ
ム
で
は
６
日
に「
非
常
用
洪
水
吐
」が
開

放
さ
れ
、
最
大
で
毎
秒
９
０
７
ト
ン
の
放
流
が
行
わ
れ
た
。

14
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村
オ
ー
プ
ン
15
周
年
感
謝
祭

10
月
１
日

ス
プ
リ
ン
グ
ス
ひ
よ
し
20
周
年
記
念
式
典
③

12
月
８
日

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
25
周
年
記
念
式

典
④

20
日

市
長
と
語
ろ
う
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り（
第
１
回
）⑤

令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）

１
月
30
日

南
丹
市
教
育
委
員
・
社
会
教
育
委
員
懇
談
会

３
月
11
日

南
丹
市
内
郵
便
局
と
の
地
方
創
生
に
関
す
る
協
定
書
調

印
式
⑥

20
日

第
１
回
南
丹
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

26
日

道
の
駅
京
都
新
光
悦
村　
横
綱
鶴
竜
関
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
⑦

５
月
７
日

大
飯
原
発
安
全
協
定
締
結
式

18
日

世
界
茅
葺
き
会
議　
第
６
回
日
本
大
会
２
０
１
９
…
日

本
で
初
め
て
の
開
催
で
、
か
や
ぶ
き
の
里
を
会
場
に
世

界
７
カ
国
１
５
０
人
の
茅
葺
き
職
人
が
訪
れ
た
。

26
日

明
治
国
際
医
療
大
学
創
設
者
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
顕
彰
碑

除
幕
式

28
日

南
丹
市
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
委
嘱
式

６
月
27
日

亀
岡
市
か
ら
南
丹
市
へ
の
水
道
用
水
の
供
給
に
関
す
る

基
本
協
定
締
結
式

９
月
27
日

斎
田
抜
穂
の
儀
…
天
皇
の
代
替
わ
り
に
伴
う
皇
室
行
事

で
あ
る
大
嘗
祭
で
使
う
米
の
収
穫
の
儀
式
⑧

10
月
１
日

ぐ
る
り
ん
バ
ス
新
光
悦
村
線
運
行
開
始

27
日

園
部
藩
立
藩
４
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
…
園
部
藩
の
立
藩

か
ら
４
０
０
年
を
記
念
し
、
生
身
天
満
宮
祭
礼
行
列
や
初

代
藩
主
の
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
等
が
開
催
さ
れ
た
。
⑨
⑩



4広報なんたん11月号

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

２
月
28
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
政

府
が
全
国
の
小
中
学
校
や
高
校
な
ど
を
３
月
２
日
か
ら

春
休
み
ま
で
一
斉
休
校
と
す
る
よ
う
要
請（
南
丹
市
は

６
月
１
日
か
ら
再
開
）

３
月
10
日

「
第
三
の
居
場
所
」
助
成
決
定
書
授
与
式

23
日

エ
コ
バ
ッ
グ
贈
呈
式
…
前
年
の「
市
長
と
語
ろ
う
、
私

た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
」に
て
提
言
さ
れ
た
エ
コ
バ
ッ
グ

を
市
が
制
作
し
、
殿
田
小
学
校
で
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

①

29
日

「
ふ
な
お
か
駅
ぎ
ゃ
ら
り
ー
」
完
成
お
披
露
目
会
②

４
月
10
日

「
京
都
丹
波
も
ん
」
設
立
総
会

16
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国

を
対
象
に
発
出

広
報
な
ん
た
ん
が
１
０
０
号
達
成

7
月
2
日

市
か
ら
市
内
小
中
学
生
に
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）を
贈
呈

21
日

八
木
西
・
八
木
東
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー

９
月
12
日

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
設
置
記
念
式
典
③

10
月
28
日

南
丹
市
「
第
三
の
居
場
所
」
協
定
書
調
印
式

11
月
18
日

八
木
せ
き
れ
い
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式

23
日

八
木
城
御
城
印
お
披
露
目
・
授
与
式
④

12
月
13
日

高
校
生
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
養
成
講
座
⑤

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

１
月
１
日

南
丹
市
制
施
行
15
周
年

19
日

第
１
回
南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
⑥

災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協

定
書
調
印
式

２
月
25
日

地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大
臣
表
彰
伝
達
式
⑦

３
月
13
日

園
部
駅
以
北
の
船
岡
駅
、
日
吉
駅
、
鍼
灸
大
学
前
駅
、

胡
麻
駅
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
に

21
日

南
丹
の
ぞ
み
園
定
礎
式

23
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
関
す
る

連
携
協
定
締
結
式

28
日

一
般
国
道
３
７
２
号
（
南
八
田
道
路
）
開
通
式
⑧

４
月
２
日

南
丹
み
や
ま
診
療
所
開
所
式

10
日

八
木
駅
橋
上
駅
舎
供
用
開
始
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
記

念
式
典
⑨

５
月
９
日

南
丹
市
園
部
文
化
会
館「
ア
ス
エ
ル
そ
の
べ
」再
開
館
式

８
月
12
日

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
南
丹
市
採
火
式
」⑩

24
日

南
丹
市
美
山
町
自
然
文
化
村
河
鹿
荘
新
館
竣
工
式

９
月
28
日

ジ
ョ
ア
ン
通
り
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
竣
工
式
⑪

12
月
５
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
…
南
丹
市
制
15
周
年
及
び
ア
ス

エ
ル
そ
の
べ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
と

し
て
開
催

23
日

南
丹
市
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
の
民
間
移

管
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式

2

1

4
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5 広報なんたん11月号

10

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

２
月
28
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
政

府
が
全
国
の
小
中
学
校
や
高
校
な
ど
を
３
月
２
日
か
ら

春
休
み
ま
で
一
斉
休
校
と
す
る
よ
う
要
請（
南
丹
市
は

６
月
１
日
か
ら
再
開
）

３
月
10
日

「
第
三
の
居
場
所
」
助
成
決
定
書
授
与
式

23
日

エ
コ
バ
ッ
グ
贈
呈
式
…
前
年
の「
市
長
と
語
ろ
う
、
私

た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
」に
て
提
言
さ
れ
た
エ
コ
バ
ッ
グ

を
市
が
制
作
し
、
殿
田
小
学
校
で
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

①

29
日

「
ふ
な
お
か
駅
ぎ
ゃ
ら
り
ー
」
完
成
お
披
露
目
会
②

４
月
10
日

「
京
都
丹
波
も
ん
」
設
立
総
会

16
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
全
国

を
対
象
に
発
出

広
報
な
ん
た
ん
が
１
０
０
号
達
成

7
月
2
日

市
か
ら
市
内
小
中
学
生
に
図
書
カ
ー
ド（
千
円
分
）を
贈
呈

21
日

八
木
西
・
八
木
東
小
学
校
プ
ー
ル
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー

９
月
12
日

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
巣
塔
設
置
記
念
式
典
③

10
月
28
日

南
丹
市
「
第
三
の
居
場
所
」
協
定
書
調
印
式

11
月
18
日

八
木
せ
き
れ
い
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
竣
工
式

23
日

八
木
城
御
城
印
お
披
露
目
・
授
与
式
④

12
月
13
日

高
校
生
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
養
成
講
座
⑤

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

１
月
１
日

南
丹
市
制
施
行
15
周
年

19
日

第
１
回
南
丹
市
健
幸
・
食
育
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
⑥

災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品
等
の
供
給
等
に
関
す
る
協

定
書
調
印
式

２
月
25
日

地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大
臣
表
彰
伝
達
式
⑦

３
月
13
日

園
部
駅
以
北
の
船
岡
駅
、
日
吉
駅
、
鍼
灸
大
学
前
駅
、

胡
麻
駅
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
可
能
に

21
日

南
丹
の
ぞ
み
園
定
礎
式

23
日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
に
関
す
る

連
携
協
定
締
結
式

28
日

一
般
国
道
３
７
２
号
（
南
八
田
道
路
）
開
通
式
⑧

４
月
２
日

南
丹
み
や
ま
診
療
所
開
所
式

10
日

八
木
駅
橋
上
駅
舎
供
用
開
始
及
び
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
記

念
式
典
⑨

５
月
９
日

南
丹
市
園
部
文
化
会
館「
ア
ス
エ
ル
そ
の
べ
」再
開
館
式

８
月
12
日

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
南
丹
市
採
火
式
」⑩

24
日

南
丹
市
美
山
町
自
然
文
化
村
河
鹿
荘
新
館
竣
工
式

９
月
28
日

ジ
ョ
ア
ン
通
り
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
竣
工
式
⑪

12
月
５
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
…
南
丹
市
制
15
周
年
及
び
ア
ス

エ
ル
そ
の
べ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
と

し
て
開
催

23
日

南
丹
市
地
域
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
の
民
間
移

管
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式

11 9

8

7

6
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　市職員に支給される給与は、国家公務員の給与を参考
にしながら、市議会の審議を経て条例や規則によって定
められます。
　市民の皆さんに、職員の給与などについて理解を深め
ていただくため、市職員の給与などの実態について令和
７年４月１日現在の主な内容を公表します。

（1） 人件費の状況（令和６年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（令和7年3月31日現在） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（B／A）

29,327人 27,063,497
千円

924,583
千円

4,220,221
千円 15.6％

※　人件費には、特別職（常勤および非常勤）・議員に支給される給
料・報酬などを含みます。（事業費支弁人件費を含みます。）

　　普通会計とは、地方財政分析上統一的に用いられる会計区分の
ことです。南丹市では、一般会計のみになります。

（3） 職員の平均年齢、平均給料月額および
　　平均給与月額の状況（令和7年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.3歳 323,485 円 388,492 円

技能労務職 － － －

※　「平均給料月額」とは、令和７年４月１日現在における基本給の
平均です。

　　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通
勤手当、住居手当など諸手当の額を合計したものです。

（4） 一般行政職職員の初任給の状況（令和7年4月1日現在）

区　分
南丹市 国

初任給 2年目経過日 初任給 2年目経過日

大学卒 220,000円 228,900円 220,000円 228,900円

高校卒 188,000円 199,400円 188,000円 199,400円

学校卒業後、ただちに採用された職員の初任給と、その後引き続き
２年間勤務したときの給料月額は、次のとおりです。

（2） 職員給与費の状況（令和７年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　与　費 1人当たり 
の給与額 
（B／A）給　料 職員手当 期末・

勤勉手当 計（B）

322人 1,313,004
千円

295,323
千円

547,840
千円

2,156,167
千円

6,696
千円

令和７年度の普通会計当初予算に計上された一般職員の給与費の
状況は次のとおりです。

※　職員手当には退職手当は含みません。

（5） 級別職員の状況（令和7年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事 34人 9.5％
２　級 主事 92人 25.8％
３　級 主査、主任 42人 11.8％
４　級 係長 41人 11.5％
５　級 課長補佐 85人 23.8％
６　級 課長、局長、支所担当長、参事 44人 12.3％

７　級 部長、会計管理者、次長、
教育参事、議会事務局長 19人 5.3％

計 357人 100.0％

職員数は、市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※　職員数は、市長、副市長、教育長及び船井郡衛生管理組合への
派遣職員を除いた数です。

（6） 職員手当の状況（令和7年4月1日現在）
区分 南丹市 国

扶
養
手
当

●配偶者　3,000円
●子　11,500円
●父母等 　１人につき　 6,500円
●�満16歳～満22歳までの子１人につき　5,000円加算

南丹市
と同じ

地
域
手
当

●支給率４％
国の制
度支給
率４％

住
居
手
当

●借家の場合
　�　月額16,000円を超える家賃支払い者に対し、

家賃月額により、月額28,000円を限度に支給
南丹市
と同じ

通
勤
手
当

●交通機関利用者は150,000円を限度に全額を支給
●交通用具利用者は、通勤距離に応じ支給

南丹市
と同じ

管
理
職
手
当

●部長級　　給料月額の13.0％
●次長級　　給料月額の11.0％
●課長級　　給料月額の  9.0％

定額制

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 期末手当 勤勉手当 合　計

南丹市
と同じ

  6月期 1.25月分
（1.05月分）

1.05月分
（1.25月分）

2.3月分
（2.3月分）

12月期 1.25月分
（1.05月分）

1.05月分
（1.25月分）

2.3月分
（2.3月分）

計 2.5月分
（2.1月分）

2.1月分
（2.5月分）

4.6月分
（4.6月分）

職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり
※（　　）内は、管理職員の支給月数です。

　2㎞以上　5㎞未満 月額　2,000円
　5㎞以上10㎞未満 月額　4,200円
10㎞以上15㎞未満 月額　7,100円
15㎞以上20㎞未満 月額10,000円
20㎞以上25㎞未満 月額12,900円
25㎞以上30㎞未満 月額15,800円
30㎞以上35㎞未満 月額18,700円
35㎞以上40㎞未満 月額21,600円
40㎞以上45㎞未満 月額24,400円
45㎞以上50㎞未満 月額26,200円
50㎞以上55㎞未満 月額28,000円
55㎞以上60㎞未満 月額29,800円
60㎞以上 月額31,600円

南 丹 市 職 員　
給与を公表します
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（参考）ラスパイレス指数の状況（令和6年4月1日現在）
国 京都府 京都市 南丹市 その他

100.0 99.4 101.5 97.3

府内市平均 98.8
（京都市除く）

府内市町村平均 97.7
（京都市除く）

全国市平均 98.6

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100.0とし
て算定した時の地方公務員の平均給与額の指数です。

（9） 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
南丹市では、令和４年４月に第４次「南丹市職員定員適正化計画」を

策定しました。これまでから非常に厳しい財政状況の中、市民協働
の推進や民間活力の活用など行政のスリム化を進めてきました。今
後も、さらなる職員の資質向上、効率的な組織体制の構築を目指し、
真に必要となる職員数を確保しつつ、また、定年延長制度の導入を
考慮しながら、定員の適正化を進めていきます。

（8） 職員数の状況（令和7年4月1日現在）

職　員　数
対前年
増減数令和6年度

（令和6年４月１日現在）
令和7年度

（令和7年４月１日現在）

一
般
行
政
部
門

議 会 4 4
総 務 94 96 2
税 務 16 16
民 生 73 72 △1
衛 生 21 23 2
農林水産 19 18 △1
商 工 11 10 △1
土 木 30 31 1
小 計 268 270 2

特
別
行

政
部
門

教 育 51 50 △1
消 防 － －
小 計 51 50 △1

公
営
企
業
等
会
計

部
門

病 院 8 7 △1
上 水 道 11 11
下　　水 8 7 △1
そ の 他 12 12
小 計 39 37 △2

合　計 358〔 397 〕 357〔 397 〕 △1

計画期間
数値目標

始　期 終　期

令和４年４月１日 令和９年４月１日
令和4年4月に360人であった職員
総数を、令和9年度末までに「0.8％」
にあたる「3人」を削減する。

区　　分 職員数（人） 構成比（％）男 女
20歳未満 3 2 1 0.8

20歳～23歳 14 6 8 4.0
24歳～27歳 35 12 23 9.8
28歳～31歳 34 20 14 9.5
32歳～35歳 36 15 21 10.1
36歳～39歳 35 18 17 9.8
40歳～43歳 17 8 9 4.8
44歳～47歳 34 24 10 9.5
48歳～51歳 59 29 30 16.5
52歳～55歳 52 28 24 14.6
56歳～ 38 24 14 10.6

合　計 357 186 171 100.0

1. 部門別職員数の状況

1. 定員適正化目標（数・率）

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年
360人 360人 360人 359人 359人 357人
360人 354人 358人 357人

2.  各年４月１日現在における定員の数値目標と総職員数
　（上段：目標値、下段：職員数）＊職員数は地方公共団体定員管理調査と同数です。

2. 年齢別職員構成の状況

退
職
手
当

区　分 算定方式 支給時期
市　長 給料月額×任期１年につき530/100 任期毎に支給
副市長 給料月額×任期１年につき315/100 任期毎に支給
教育長 給料月額×任期１年につき270/100 任期毎に支給

退
職
手
当

自己都合 応募認定退職・定年退職

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.7090月分

最高限度額 47.7090月分 47.7090月分
・定年前早期退職特例措置あり（２％〜30%加算）

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

※　職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく職員数です。
　［　　　］内は、条例定数の合計です。

特
殊
勤
務
手
当

区　分 全職種
特殊勤務手当予算額 525千円
職員全体に占める手当
支給対象職員の割合 7.12％

給料総額に対する比率 0.04％

手当の種類（手当数） 3種類

代表的な手当の名称 伝染病防疫等作業手当・汚物処理作業
手当・災害応急作業等手当

※　令和7年度の普通会計当初予算に計上された一般職員に係る特
殊勤務手当の状況です。

※　退職手当については、京都府市町村職員退職手当組合に加入し
ており、同組合の規定による支給率です。

区　　分 報酬等月額 期末手当支給割合

市 長 870,000円
（739,500円）

副 市 長 730,000円
（657,000円）

教 育 長 650,000円
（585,000円） 6月期1.725月分

議 長 470,000円 12月期1.725月分

副 議 長 415,000円 計　3.45月分

常 任 委 員 長 390,000円 （加算措置あり）

議会運営委員長 390,000円

議 員 380,000円

（7） 特別職の報酬などの状況（令和7年4月１日現在）

※　（　　　）は、自主カット後の月額です。

区　分
部　門
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□
第
１
段
階
：�

多
様
な
機
会
や
場
を
通
じ
た
学
び
の
な
か
で「
気
づ
く
こ
と
」

□
第
２
段
階
：�

同
じ
気
づ
き
を
持
つ
人
を
増
や
す
行
動
を
と
お
し
て

　
　
　
　
　
　
「
人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
」

□
ゴ
ー
ル
目
標
：�『
人
権
が
文
化
と
し
て
確
立
さ
れ
た
社
会（
共
生
社
会
）』

の
実
現

　
南
丹
市
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
多
様
性
を
認
め
あ
い 

共
に
支
え
あ
う
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
京
都
府
初
の
人
権
条
例「
南
丹
市
人
権
を
尊
重
し
多

様
性
を
認
め
あ
う
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
２
０
２
２（
令
和
４
）年
１
月
に
施

行
。
２
０
２
５（
令
和
７
）年
３
月
に
は
、
人
権
施
策
の
方
向
性
を
示
す「
南
丹

市
人
権
施
策
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。
目
指
す
の
は
、
人
権
が
文
化
と

し
て
確
立
さ
れ
た
南
丹
市
で
す
。

　
基
本
方
針
の
策
定
を
機
に
、
南
丹
市
に
関
わ
り
の
あ
る
４
人
で
、
人
権
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

人
権
施
策
基
本
方
針
が
め
ざ
す
社
会
へ
の
歩
み

人権週間
12月４日～10日

12月10日は
「人権デー」です

気
づ
く
、
人
と
つ
な
が
る　

　
人
権
文
化
の
ま
ち
・
南
丹
市西村　良平　にしむら りょうへい

・南丹市長

中西　陸駆　なかにし りく
・南丹市市民部人権政策課主事

内田　龍史　うちだ りゅうし
・関西大学　社会学部　教授
・南丹市人権施策基本方針　監修者

山口　桂子　やまぐち けいこ
・南丹市男女共同参画社会推進委員
・NPO法人グローアップ代表理事
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内
田

　

南
丹
市
で「
人
権
施
策
基
本
方
針
」

（
以
下
、「
基
本
方
針
」）を
作
ろ
う
と

さ
れ
た
き
っ
か
け
な
ど
は
あ
る
の
で

す
か
。

市
長

　

私
自
身
の
人
生
の
歩
み
の
中
で
、

差
別
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
を
よ
り
良

い
方
向
に
改
め
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
を
模
索
し
て
き
ま
し

た
。

　

水
平
社
が
創
立
さ
れ
、
日
本
の
人

権
宣
言
と
も
い
う
べ
き
水
平
社
宣
言

が
出
さ
れ
て
１
０
０
周
年
の
節
目
の

２
０
２
２
年
に
、
南
丹
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
大
き
な
理
念
と
な
る
条
例
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
制
定
し
た
の
が

「
人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認
め
あ
う

ま
ち
づ
く
り
条
例
」（
以
下
、「
条
例
」）

で
す
。
そ
し
て
、
今
年
３
月
、
そ
の

理
念
を
具
体
化
す
る「
人
権
施
策
基
本

方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。
人
権
が
守

ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

市
民
全
体
で
動
い
て
い
く
こ
と
が
効

果
的
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
が
文
化
に
な
る
と
い

う
、
当
た
り
前
に
人
権
を
意
識
す
る

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

内
田

　

基
本
方
針
は
、
南
丹
市
民
が
自
分

た
ち
自
身
で
多
様
な
人
権
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
お
互
い
を
支
え
あ

う
人
た
ち
を
育
て
て
い
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
基
本

方
針
に
対
し
て
思
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

中
西

　

私
は
、
４
月
に
南
丹
市
職
員
と
し

て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
政
策
課

に
配
属
と
な
り
、
基
本
方
針
を
学
び

実
践
す
る
立
場
と
し
て
読
み
進
め
ま

し
た
。
女
性
や
こ
ど
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
の
人
権
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
南
丹
市
は
人
権
に
つ
い
て
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
だ
と
思
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
基
本
方
針

に
目
を
通
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

人
権
に
つ
い
て
の
気
づ
き
を
積
み
重

ね
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

山
口

　

そ
も
そ
も
人
権
は
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら
れ
た

権
利
で
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る
の
が

当
た
り
前
で
は
あ
る
け
れ
ど
、「
人

権
」と
い
う
言
葉
が
な
い
と
人
は
気
づ

き
ま
せ
ん
。
基
本
方
針
の
ゴ
ー
ル
目

標「
人
権
が
文
化
と
し
て
確
立
さ
れ
た

社
会
」と
い
う
の
は
、
本
当
に
成
熟
さ

れ
た
社
会
と
い
う
か
、
当
た
り
前
と

し
て
南
丹
市
が
進
も
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
、
す
ご
く
す
て
き
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。
気
づ
か
な
い
と
考

え
な
い
し
、
気
づ
い
て
ど
う
行
動
し

よ
う
か
と
思
わ
な
い
と
、
そ
れ
が
つ

な
が
り
に
は
な
ら
な
い
。
ゴ
ー
ル
が

し
っ
か
り
設
定
さ
れ
た
上
で
の
基
本

方
針
に
な
っ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
の
中
に
も
人
権
と

い
う
意
識
を
、
ど
う
落
と
し
込
ん
で

い
け
る
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

内
田

　
ゴ
ー
ル
は「
人
権
が
文
化
と
し
て
確

立
さ
れ
た
社
会
」で
す
が
、
な
か
な
か

簡
単
に
は
達
成
で
き
な
い
究
極
の
目

標
で
す
。
ま
ず
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
、

そ
の
実
現
が
夢
物
語
で
は
な
い
と
認

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の

中
に
あ
る
差
別
性
や
、
見
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
見
え
な
い
課
題
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
第
一
段
階
の
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
次
に
ひ
と
り
で
は
変

え
る
こ
と
が
難
し
い
社
会
的
課
題
に

気
づ
い
た
人
た
ち
が
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
の
意
識
や
行

動
が
変
わ
っ
て
い
け
ば
、
克
服
の
道

が
開
け
ま
す
。
つ
な
が
る
た
め
に
間

に
立
て
る
人
や
団
体
を
支
援
し
て
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
も
っ

と
つ
な
が
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
に
は
基
本
的
人
権
の

尊
重
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
市
長
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
条
例
や
方
針
が
必
要
で
あ

り
、
具
体
的
な
実
施
計
画
の
レ
ベ
ル

ま
で
落
と
し
込
ん
で
い
く
必
要
性
を

感
じ
ま
す
。
理
念
に
近
づ
け
て
い
く

た
め
に
は
段
階
が
あ
り
、
そ
の
段
階

を
き
ち
ん
と
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
計
画
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

基
本
方
針
は
、
全
て
の
人
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
よ
と

い
う
宣
言
で
す
。
市
長
自
ら
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
が
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
る
人
を
勇
気
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
実
効
性
の
あ

る
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ど
ん
ど
ん
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
す
ご
く
重
要

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

人
権
施
策
基
本
方
針
を
策
定

人
権
文
化
の
ま
ち
・
南
丹
市
へ
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内
田

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
人
権
の
視
点

が
と
て
も
重
要
で
す
し
、
市
民
が

し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
期
待
す
る
こ
と
、
私
も
こ
ん

な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
な
ど
、

人
権
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
。

山
口

　

私
は
、
子
育
て
中
に
知
り
合
い
の

い
な
い
こ
の
ま
ち
に
移
住
し
て
き
て
、

人
と
の
つ
な
が
り
は
本
当
に
大
切
な

ん
だ
と
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ひ
と
り
で
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い

る
最
中
に
、
子
育
て
の
し
ん
ど
か
っ

た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
を
誰

か
と
分
か
ち
合
い
た
い
気
持
ち
が
大

き
い
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、
地
域

の
お
母
さ
ん
か
ら
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

ぽ
こ
ぽ
こ
く
ら
ぶ
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
経

験
が
、
こ
ど
も
は
み
ん
な
で
育
て
る

こ
と
、
自
分
は
自
分
で
い
い
ん
だ
と

思
う
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
も
人
と
人
と
を
つ
な

げ
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
、

グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地

域
の
良
さ
を
ど
う
感
じ
て
活
か
し
て

い
く
か
。
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
地
域

を
愛
す
る
活
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
行
政
も
市
民
も
目
を
向
け
ら

れ
る
よ
う
な
発
信
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

南
丹
市
に
は
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ

る
地
域
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、

ど
う
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
、
ど
う

協
力
し
あ
っ
て
進
め
て
い
け
る
か
な

と
。
南
丹
市
は
民
間
と
行
政
が
近
い

と
感
じ
る
の
で
、
よ
り
近
づ
い
て
一

緒
に
何
か
や
ろ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス

を
持
つ
の
が
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。

内
田

　

行
政
と
市
民
の
関
係
が
身
近
で
あ

る
こ
と
は
、
大
都
会
に
は
な
い
強
み

で
す
。
行
政
と
市
民
、
地
域
団
体
と

の
連
携
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
す
し
、
個
別
に

や
っ
て
い
る
こ
と
を
間
に
立
っ
て
つ

な
ぐ
人
が
い
る
と
、
も
っ
と
良
い
展

開
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
つ

な
ぐ
た
め
の
支
援
、
仕
掛
け
が
も
っ

と
で
き
た
ら
さ
ら
に
魅
力
的
な
ま
ち

に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

中
西

　

南
丹
市
に
は
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
が

あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
に
ど
う
や
っ
て
移

住
し
て
き
て
も
ら
う
か
、
関
わ
り
を

深
く
持
っ
て
も
ら
う
か
、
み
ん
な
で

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

内
田

　

関
係
者
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人

権
を「
大
切
に
し
て
い
る
ま
ち
」で
あ

る
こ
と
が
、
南
丹
市
の
一
つ
の
魅
力

と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。

西
村

　

そ
の
地
域
を
豊
か
に
し
て
、
ふ
る

さ
と
を
自
慢
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
に
は
、
住
ん
で
い

る
人
の
力
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

活
発
に
住
民
活
動
を
し
て
い
る
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
う
い
う
人

の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
や
っ
て
い
け

た
ら
頼
も
し
い
で
す
。

人
権
と
ま
ち
づ
く
り
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内
田　

　

地
元
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

の
こ
と
が
、
光
の
当
て
方
に
よ
っ
て

魅
力
的
に
映
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
南
丹
市
内
外
の

交
流
は
不
可
欠
で
す
。
ふ
る
さ
と
の

暮
ら
し
が
当
た
り
前
に
な
り
過
ぎ
て

い
て
、
そ
の
面
白
さ
や
魅
力
、
重
要

性
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
南

丹
市
の
魅
力
や
取
り
組
み
が
も
っ
と

広
く
知
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
下
支

え
と
な
る
人
権
尊
重
の
取
り
組
み
や
、

人
権
文
化
を
社
会
全
体
に
発
信
す
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
今
日
の
感
想
は
い
か
が
で

す
か
。

山
口

　

今
回
、
基
本
方
針
に
関
係
す
る
人

た
ち
と
人
権
の
話
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
南
丹
市
へ
の
愛
や
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
決
意
を
感
じ
た
と
い
う
の

が
率
直
な
感
想
で
す
。
私
た
ち
は
、

日
々
、
子
育
て
世
代
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
を
支
え
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す

が
、
ど
う
し
て
も
仕
事
に
忙
殺
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
話
は
、

自
分
の
職
場
に
も
活
か
せ
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

人
の
温
か
さ
、
ま
ち
の
温
か
さ
。

あ
な
た
は
そ
の
ま
ま
で
良
い
ん
だ
よ

と
い
う
ま
ち
の
空
気
感
が
南
丹
市
は

良
い
な
と
思
っ
て
、
私
は
南
丹
市
に

家
を
建
て
ま
し
た
。
何
も
無
い
田
舎

だ
か
ら
こ
そ
工
夫
が
で
き
た
り
、
暮

ら
し
を
楽
し
も
う
と
す
る
知
恵
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を

く
す
ぐ
る
よ
う
な
企
画
を
私
た
ち
も

考
え
て
い
き
ま
す
し
、
ご
協
力
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

中
西

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
基
本
方
針
に
目

を
通
し
て
い
た
だ
い
て
、
よ
り
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
が
増

え
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。
基
本

方
針
の
ゴ
ー
ル
目
標
で
あ
る「
人
権

が
文
化
と
し
て
確
立
さ
れ
た
社
会
」を

当
た
り
前
の
社
会
と
し
て
い
く
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
悩

ん
だ
り
、
心
配
し
た
り
し
な
く
て
よ

い
社
会
が
当
た
り
前
と
な
る
よ
う
に
、

理
想
を
追
い
求
め
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

西
村

　

住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
こ
の
ま
ち

を
良
く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
み

ん
な
で
努
力
し
て
い
く
よ
う
な
ま
ち

で
あ
り
た
い
し
、
共
に
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

内
田

　

人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
ま

せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
っ

て
共
に
支
え
た
り
支
え
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
で
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
つ
な
が
り
を
豊
か
に
し

て
い
く
た
め
の
、
人
権
施
策
基
本
方

針
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
人
権
文
化

の
ま
ち
・
南
丹
市
」の
実
現
に
向
け
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
皆

さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。人権施策基本方針HP
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　９月20日、南丹市八木市民センターで
「秋の全国交通安全運動スタート式」が行わ
れました。
　この運動は９月21日から30日まで全国
一斉に実施されるもので、交通事故防止と
安全意識の高揚を目的としています。
　式典では交通安全への決意を新たにし、
京都中部医療センター周辺に横断幕を設
置。その後、車両出発式が行われ、啓発車
両が市内を巡回しました。
　安全で快適な街づくりのため、一人ひと
りが交通安全意識を高め、事故のないまち
づくりを目指しましょう。

　９月21日、大堰川河川敷で「第79回京都
南丹市花火大会」が開催されました。
　会場には多くの屋台が並び、訪れた人々
は食や飲み物を楽しみながら秋の夜を満喫
しました。
　灯ろう流しでは幻想的な光景が広がり、
100機のドローンによるライトショーも披
露されました。
　夜空には約2,000発の花火が打ち上げら
れ、色とりどりの花火と光の演出に、会場
は感動と歓声に包まれました。

秋
空
彩
る
花
火
の
祭
典

第
79
回
京
都
南
丹
市
花
火
大
会

▲大堰橋越しに見る花火

　９月17日、京丹波町わち山野草の
森で、第43回全国都市緑化フェアin
京都丹波１年前イベントとして「京
都丹波みどりの里まつりカウントダ
ウンボードのお披露目」を行いまし
た。
　全国都市緑化フェアは、日本最大
級の花と緑の祭典で、来年９月18日
から11月８日まで、南丹市・亀岡市・
京丹波町を会場に開催します。
　イベントでは、開幕日までの残り
日数を刻むカウントダウンボードを
披露し、制作に携わった地元アー
ティストや大学生、高校生がデザイ
ンに込めた思いや、地域への期待を
語りました。
　南丹市では、市観光協会と市役所
に鈴木ゆきさんと園部高校の生徒が
制作されたカウントダウンボードを
設置し、住民の関心を高めながら、
フェアへの機運を盛り上げていま
す。

緑
化
フ
ェ
ア
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
開
始

▲カウントダウンボードのお披露目の様子

▲啓発車両を見送る参加者

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
ス
タ
ー
ト
式

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
出
発

▲市観光協会と市役所に設置したボード
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南
丹
市
の
地
域
づ
く
り
と
こ
れ
か
ら
を
語
ろ
う

協
働
で
描
く
南
丹
市
の
未
来

▲団旗を受け取り健闘を誓う選手

　10月２日、アスエルそのべで「第48
回京都府民総合体育大会 南丹市選手
団団結式並びに壮行会」が開催されま
した。
　式では、参加選手団の紹介や団旗授
与が行われ、選手たちは大会に向けて
士気を高めました。
　南丹市からは、24競技、36チーム、
監督・ コーチ・選手ら326名の南丹市
選手団が結成され、代表として大会で
の健闘を誓いました。
　団結式を通じて、選手同士の絆を深
めるとともに、市全体で応援する機運
を高める場となりました。

健
闘
誓
う
南
丹
の
選
手
団

第
48
回
京
都
府
民
総
合
体
育
大
会　
南
丹
市
選
手
団
団
結
式
並
び
に
壮
行
会

　９月27日、南丹市国際交流会館で
「南丹市の地域づくりとこれからを語
ろう」を開催しました。
　第１部では、任期を終えた卒業隊員
や現役の地域おこし協力隊員が活動の
成果や地域との関わりを報告し、これ
までの経験を共有しました。
　続く第２部では、「女性の活躍が輝
く」をテーマに、集落の維持・再生や
地域活性化に向けた事例紹介が行われ
ました。
　最後の座談会では、参加者が今後の
地域づくりについて活発に意見を交わ
し、協働によるまちづくりへの思いを
新たにしました。

▲大規模火災を想定した訓練の様子

　９月28日、「令和７年度南丹市総合防
災訓練」を実施しました。
　今回の訓練は、震度６弱の地震が発
生し、市内各地で家屋倒壊や土砂災害
が発生、多くの負傷者が出ているとい
う想定で行われました。
　第１部では、市内全域で情報伝達や
避難行動の確認を実施。住民が連携し
て安全に避難する姿が見られました。
　第２部は園部公園スポーツ広場周辺
で実施され、消防・警察・医療機関など
多くの関係機関が参加。救出救助や炊
き出し、避難所運営など実践的な訓練
を通じ、防災体制の強化を図りました。

災
害
に
備
え
全
市
一
斉
訓
練令

和
７
年
度
南
丹
市
総
合
防
災
訓
練

▲発表に聞き入る参加者

▲ピッチ上で記念撮影をする園部FCの選手たち

　10月 ４ 日、 サ ン ガ ス タ ジ ア ムby 
KYOCERAで「 京 都 サ ン ガF.C.南 丹 市
ホームタウンデー」が開催されました。
　試合開始前には、園部フットボール
クラブがピッチ上を行進し、国内トッ
プレベルの舞台を体験しました。
　その後の試合では、京都サンガと川
崎フロンターレが対戦し、白熱した戦
いの末に引き分けとなりました。
　参加者にとって、普段味わえない貴
重な体験となり、サッカーへの関心と
地域のつながりを深める一日となりま
した。

ス
タ
ジ
ア
ム
で
貴
重
な
体
験

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．
Ｃ
．
南
丹
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

ⓒKYOTO.P.S.
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▲1部　地域おこし協力隊の活動報告

ま
た
座
談
会
も
と
て
も
盛
り
上
が
り
、

予
定
時
間
を
超
過
す
る
程
で
し
た
。

　

1
部
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動

報
告
で
は
、
8
月
に
任
期
を
終
え
た
8

期
生
の
永
尾
さ
ん
が
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
特
産
品
開
発
と
い
っ
た
商
品
づ

く
り
と
、
更
に
一
歩
進
め
た
体
験
づ
く

り
に
至
っ
た
3
年
間
の
経
過
を
報
告
。

同
じ
く
米
澤
さ
ん
が
、
農
作
物
の
販
売

促
進
や
食
・
農
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
協
力
、

廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
9
期
生
の
矢
野
隊
員
が
、
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
、
南
丹
市
の
イ
ベ

ン
ト
や
移
住
、
グ
ル
メ
・
観
光
情
報
等

描こう
みんなで

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス
84
「
地
域
活
性
化
活
動
の
紹
介
」
南
丹
市
編

地
域
お
こ
し
協
力
隊
及
び
地
域
活
性
化
の
取
組
の
報
告
会

　

今
回
は
、
令
和
7
年
9
月
27
日
に
国

際
交
流
会
館
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
、「
令
和
7
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊

及
び
地
域
活
性
化
の
取
組
の
報
告
会
」の

様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
報
告
会
は
、「
南
丹
市
の
地
域
づ

く
り
と
こ
れ
か
ら
を
語
ろ
う
」と
題
し

て
、
3
部
構
成
で
実
施
。
従
来
は
別
々

に
開
催
し
て
い
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告（
1
部
）と
集
落
支
援
員

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
地
域
の
取
組
報

告（
2
部
）を
、
初
め
て
合
同
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
一
方
通
行
で
話
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
登
壇
者
と
参
加
者
、
ま

た
参
加
者
同
士
で
、
意
見
交
換
や
情
報

交
換
が
行
わ
れ
る
場
に
な
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
、
座
談
会（
3
部
）も
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
参
加
者
43
名
。
皆
さ
ん
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

を
網
羅
し
た
サ
イ

ト「
い
い
ね
!
な

ん
た
ん
」の
紹
介

と
そ
の
効
果
を
報

告
。
9
月
に
着
任

さ
れ
た
11
期
生
の

舩
本
隊
員
は
、
今

後
の
抱
負
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

2
部
で
は
、「
女
性
の
活
躍
が
輝
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
二
つ
の
地
域
が
報
告
。

　

集
落
支
援
事
業
を
き
っ
か
け
に
栃
餅

づ
く
り
を
始
め
ら
れ
た
栃
原
区
は
、
女

性
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
今
も
続
け
ら
れ

て
い
る
活
動
の
現
状
と
今
後
の
抱
負
を

発
表
。

　

4
名
の
役
員
の
う
ち
2
名
が
女
性
の

西
本
梅
地
域
振
興
会
は
、
年
間
イ
ベ
ン

ト
や
通
信
の
発
行
な
ど
の
活
動
を
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、
会
議
な
ど
の
場
に
残
る
、

男
性
中
心
の
古
い
因
習
に
つ
い
て
の
悩

み
を
率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

3
部
の
座
談
会
は
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
が
も
っ
と
話
を
聞
い
て
み
た
い
登
壇

者
の
も
と
へ
移
動
。
4
つ
の
輪
に
な
っ

て
、
登
壇
者
へ
の
質
問
や
、
ご
自
身
が

今
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
、
地
域
へ

の
思
い
を
自
由
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
輪
と
も
大
変
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
色
ん
な
場
面

で
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
し
て

南
丹
市
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
語
り

合
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

▲報告会のチラシ

問
い
合
わ
せ
先

集
落
支
援
員
室（
日
吉
支
所
内
）

　
℡（
０
７
７
１
）６
８
│
０
１
０
８

▲2部　西本梅地域振興会の発表

▲２部　栃原区の発表

▲3部　座談会
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事例  ＳＮＳの広告を見てお
試し商品の美容液を買った。
その後同じ商品が届いたが、
注文した覚えがないのでそ
の旨と解約希望の書面を同封して返品した。
その後に届いた請求書などを無
視していたら、法律事務所から
この請求について最終通告のよ
うな封書が届いた。商品が手元
にないのに請求されるとは納得
がいかない。（70歳代）

　

本
校
で
は
、
今
年
度
の
学

校
教
育
目
標「
子
ど
も
が　
大

人
が　

生
き
生
き
し
て
い
る

学
校
」の
も
と
、
児
童
一
人
ひ

と
り
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、

互
い
を
認
め
合
う
心
を
育
て

る
人
権
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
人
権
と
は
、
誰
も

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
大

切
な
権
利
で
あ
り
、
日
常
の

中
で
そ
の
意
識
を
育
む
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
人
と
の
関
わ
り
が
減

少
し
、
失
敗
へ
の
不
安
や
自
信
の
低

下
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
５

年
度
よ
り
人
権
ス
ロ
ー
ガ
ン「
え
え
や

ん
！
」を
掲
げ
、「
自
分
の
好
き
を
大

切
に
し
よ
う
」と
い
う
考
え
の
も
と
、

児
童
の
主
体
性
を
育
む
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。　

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
毎
週
月
曜
日

に
実
施
す
る「
60
分
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
児
童
が
自
分
の
好
き
な
こ
と

に
自
由
に
取
り
組
む
時
間
を
設
け
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
、
虫
の
観
察
、

工
作
、
読
書
な
ど
活
動
は
多
岐
に
わ

た
り
、
自
分
で
考
え
充
実
し
た
時
間

を
重
ね
る
こ
と
で
前
向
き
な
姿
勢
が

育
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
を

越
え
た
自
然
な
交
流
も
生
ま
れ
、
互
い

を
尊
重
す
る
心
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
委
員
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
に

お
い
て
も
児
童
主
体
の
運
営
を
進
め
、

自
分
た
ち
で
考
え
、
挑
戦
し
、
や
り
切

る
力
を
育
ん
で
い
ま
す
。
活
動
内
容
を

自
ら
決
め
る
こ
と
で
責
任
感
や
達
成
感

が
生
ま
れ
、
他
学
年
へ
の
良
い
影
響
も

見
ら
れ
ま
す
。

　
人
権
月
間
に
は「
そ
の
ま
ま
で　
え
え

や
ん
！
」を
テ
ー
マ
に
、
自
分
や
友
達
の

よ
さ
を
認
め
合
う
活
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
日
々
の
取
組
を
通
じ
て
、

児
童
が
自
分
ら
し
さ
を
誇
り
に
思
い
、

互
い
を
尊
重
し
合
え
る
学
校
づ
く
り
を

こ
れ
か
ら
も
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

南
丹
市
立
美
山
小
学
校

人
権
教
育
主
任　
小お

川が
わ 

一か
ず
美み

113

「自分らしさ」を認め合う学校へ
～「ええやん！」の心が育つ美山小学校の人権教育～

—第100回—
消費生活情報

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
℡
１
８
８（
い
や
や
！
）

○
南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　

�

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
１
０
０

　
　
月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
京
丹
波
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
℡（
０
７
７
１
）８
２
─
３
８
０
３

　
　
水
曜
・
木
曜（
祝
日
は
休
み
）

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
商
工
観
光
課
）

お気軽にご相談ください

定
期
購
入
は
返
品
だ
け
で
は

解
約
に
な
り
ま
せ
ん

●
自
分
は
１
回
分
し
か
注
文
し
て
い

な
い
か
ら
と
、
２
回
目
の
商
品
を
返

送
し
た
り
受
け
取
り
拒
否
し
た
り
し

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
約
に
は
な

ら
な
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
購
入
で
な
い
か
確
認
を
！

定
期
購
入
で
な
い
か
確
認
を
！

●
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る
際
は
、
最
終

確
認
画
面
な
ど
で
定
期
購
入
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
解
約
方
法
・
条
件
、

支
払
総
額
な
ど
を
し
っ
か
り
と
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
記

載
は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
必
ず

保
存
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
が
あ
っ

た
場
合
な
ど
に
は
、
申
し
込
み
を
取

り
消
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
窓

口
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
低
価
格
や
お
試
し
等
を

強
調
す
る
広
告
を
見
て
、
１
回
だ
け

の
つ
も
り
で
商
品
を
注
文
し
た
ら
、

実
は
定
期
購
入
だ
っ
た
と
い
う
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

(独)国民生活セン
ター「見守り新鮮
情報」から

★★  

ひ
と
こ
と
助
言

ひ
と
こ
と
助
言  

★★
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れ
た
場
合
は
、全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

後
期
高
齢
者
短
期
人
間
ド
ッ
ク
利

用
助
成
申
請
受
付
終
了
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
後
期
高
齢
者
短

期
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
を
大
幅
に
上
回
る
受
診

を
い
た
だ
き
、
利
用
助
成
の
予
算

上
限
に
達
し
ま
し
た
の
で
今
年
度

の
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
中
に
受
診

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

●
日
時
　
12
月
25
日（
木
）

午
前
10
時
～
11
時
15
分
、
午
後
０

時
30
分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は「
年

金
の
日
」で
す

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
申
請
に

よ
り
申
告
対
象
年
分
の「
障
害
者

控
除
対
象
者
認
定
書
」の
交
付
を

受
け
、
申
告
の
際
に
提
示
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
大
人
用
お
む
つ
代
の
医
療
費
控

除
〉

　
大
人
用
お
む
つ
代
が
医
療
費
控

除
の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、

医
師
の
発
行
し
た「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」が
必
要
で
す
。

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

国
民
健
康
保
険
短
期
人
間
ド
ッ
ク

利
用
助
成
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
度
の
国
民
健
康
保
険

短
期
人
間
ド
ッ
ク
利
用
助
成
申
請

の
受
付
期
間
を
令
和
７
年
12
月
26

日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。
利
用
を

ご
希
望
の
方
は
、
医
療
機
関
に
予

約
の
う
え
、
期
限
内
に
申
請
を
し

て
下
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
を
せ
ず
に
受
診
さ

※
会
議
は
年
２
回
程
度

●
任
期
　
委
嘱
の
日
～
令
和
10
年

３
月
31
日

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
応
募
方
法
　
令
和
８
年
１
月
30

日（
金
）ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
文
を

添
付
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

ご
応
募
下
さ
い
。

※
応
募
申
込
書
は
危
機
管
理
課
ま

た
は
各
支
所
総
務
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

●
作
文
テ
ー
マ
　「
南
丹
市
の
防

災
及
び
国
民
保
護
に
望
む
こ
と
～

私
の
提
案
～
」８
０
０
字
程
度

●
選
考
結
果
　
選
考
の
う
え
、
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
１

kikikanri@
city.nantan.

lg.jp障
害
者
控
除
と
大
人
用
お
む
つ
代

の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

〈
障
害
者
控
除
〉

　
所
得
税
・
市
府
民
税
の
申
告
の

際
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手

帳
を
お
持
ち
で
な
く
て
も
、
65
歳

以
上
の
要
介
護
認
定
の
あ
る
方

で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢

者
な
ど
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
障
害
者
控
除
の
対
象
と

園
部
公
園
陸
上
競
技
場
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

●
募
集
対
象
施
設
　
園
部
公
園
陸

上
競
技
場（
南
丹
市
園
部
町
横
田

下
河
原
１
番
地
外
）

●
契
約
期
間
　
契
約
締
結
日
か
ら

３
年
以
上

●
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
　
年
額

７
０
０
，０
０
０
円
以
上（
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
額
を
含
む
）

●
募
集
期
間
　
11
月
４
日（
火
）

～
令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

sports@
city.nantan.lg.jp

南
丹
市
防
災
会
議
委
員
・
国
民
保

護
協
議
会
委
員
募
集

　
市
の
防
災
や
国
民
保
護
の
計
画

に
市
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
声
が
、
南
丹
市
の
未

来
を
守
り
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
令
和
８
年
４
月
１

日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
方
で
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、
会
議
に
出

席
し
て
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
け
る
方
。

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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●
申
込
方
法　
住
宅
入
居
申
込
書

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所
　
都
市
計
画
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課

●
入
居
選
考　
入
居
資
格
を
有
す

る
方
の
中
か
ら
、「
南
丹
市
営
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

●
入
居
予
定
　
令
和
８
年
２
月
下

旬問
都
市
計
画
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

休
廃
止
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
労
働
従
事

者
じ
ん
肺
健
診
を
実
施
し
ま
す

　
す
で
に
休
廃
止
さ
れ
た
マ
ン
ガ

ン
鉱
山
に
か
つ
て
従
事
し
て
い
た

方
を
対
象
と
し
て
、
休
廃
止
マ
ン

ガ
ン
鉱
山
労
働
従
事
者
じ
ん
肺
健

康
診
断
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
幸
ま

ち
づ
く
り
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
負
担
金
　
１
，
０
０
０
円

●
場
所
　（
一
財
）京
都
工
場
保
健

会●
健
診
実
施
月
　
令
和
8
年
1
月

●
申
込
方
法
　
12
月
12
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

・
一
時
保
育
料
11
月
分

・
幼
稚
園
給
食
費
12
月
分

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育
料
11
月
分

・
す
こ
や
か
学
園
使
用
料
12
月
分

問
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

・
市
営
住
宅
使
用
料　
12
月
分

問
都
市
計
画
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
２

・
学
校
給
食
費　
12
月
分　
　
　

問
学
校
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
６

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
12

月
分

問
社
会
教
育
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

※
市
税
や
各
種
料
金
の
納
付
に

は
、口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。

市
営
住
宅（
公
営
住
宅
）の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す

●
申
込
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

場
所
が
あ
る
こ
と
。

※
他
に
、
収
入
額
な
ど
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

●
募
集
す
る
住
宅　

11
月
28
日

（
金
）以
降
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
　
12
月
２
日（
火
）

～
12
日（
金
）（
土
・
日
を
除
く
）

告
さ
れ
る
場
合
の
提
出
先
は
、
償

却
資
産
の
所
在
す
る
各
市
町
村
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
の
提
出
期
限

令
和
８
年
２
月
２
日（
月
）

※
提
出
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。な
る
べ

く
令
和
８
年
１
月
14
日（
水
）ま
で

の
早
期
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
京
都
地
方
税
機
構
事
務
局

TEL
０
７
５
－
４
１
４
－
４
５
０
３

納
期
限
の
お
知
ら
せ

〈
令
和
８
年
１
月
５
日（
月
）納
期

限
〉

・
市
府
民
税
・
森
林
環
境
税（
普

通
徴
収
）第
４
期
分

問
税
務
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
４

・
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期
分　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６

期
分

問
市
民
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
１

・
介
護
保
険
料
第
７
期
分　
　
　

問
高
齢
福
祉
課　

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

・
保
育
所
保
育
料
等
12
月
分

・
保
育
所
延
長
保
育
料
11
月
分

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
30
日

を「
年
金
の
日
」と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
見
込
額
を
確
認
し
、

将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
京
都
西
年
金
事

務
所

TEL
０
７
５
－
３
２
３
－
１
１
７
０

償
却
資
産
は
２
月
２
日
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
南
丹
市
内
に
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
る
償
却
資
産（
事
業
用
資

産
）を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
書
の
提
出
先（
郵
送
）

京
都
地
方
税
機
構
事
務
局
業
務
課

償
却
資
産
担
当

〒
６
０
２
－
８
５
７
０ 

京
都
市

上
京
区
下
立
売
通
新
町
西
入
薮
ノ

内
町
京
都
府
庁
旧
本
館
２
階

※
電
子
申
告（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）で
申

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら
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南
丹
市
高
齢
者
等
除
雪
対
策
事
業

に
つ
い
て

〈
除
雪
委
託
事
業
者
の
募
集
〉

●
業
務
内
容

①
住
居
敷
地
内
の
除
雪
作
業

②
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
伴
う
住
居

敷
地
内
の
除
雪
作
業

③
住
居
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業

●
業
務
期
間
　
12
月
17
日（
水
）

～
令
和
８
年
３
月
15
日（
日
）

●
登
録
対
象
事
業
者
　
対
象
者
へ

の
的
確
な
除
雪
支
援
体
制
が
整

い
、
完
了
報
告
な
ど
、
市
の
要
請

す
る
業
務
お
よ
び
事
務
が
期
限
内

に
で
き
る
市
内
の
事
業
者

●
委
託
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
，

５
０
０
円（
除
雪
機
器
使
用
時
は

３
，
５
０
０
円
）

●
登
録
方
法
　
12
月
12
日（
金
）ま

で
に
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

に
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
除
雪
対
策
事
業
〉

　
自
力
で
の
除
雪
が
困
難
な
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
除
雪
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま

す
。

●
支
援
内
容
　
高
齢
者
世
帯
な
ど

か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
住
居
敷

地
内
の
除
雪
作
業
や
屋
根
の
雪
下

ろ
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

※
除
雪
車
が
出
動
し
た
場
合
に
限

る
。

●
支
援
期
間
　
12
月
17
日（
水
）

～
令
和
８
年
３
月
15
日（
日
）

●
負
担
金
　
除
雪
に
要
す
る
費
用

の
１
割
相
当
額（
１
時
間
あ
た
り

２
５
０
円
、
除
雪
機
器
使
用
時
は

３
５
０
円
）

●
申
請
方
法
　
12
月
15
日（
月
）ま

で
に
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
民
生
児
童
委
員
の
意
見
を

付
け
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
除
雪
委
託
事
業
者
の
体

制
に
よ
り
、
利
用
者
登
録
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
６

南
丹
市
内
路
線
バ
ス
の
年
末
年
始

の
運
行
に
つ
い
て

・
南
丹
市
営
バ
ス　

12
月
29
日

（
月
）～
令
和
８
年
１
月
３
日（
土
）

運
休
。

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス　

12
月
27
日

（
土
）～
令
和
８
年
１
月
４
日（
日
）

運
休
。

・
ぐ
る
り
ん
バ
ス
及
び
京
阪
京
都

交
通
路
線
バ
ス　
12
月
29
日（
月
）

～
令
和
８
年
１
月
２
日（
金
）土
日

祝
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
。

・
園
福
線
は
年
末
年
始　
通
常
運

行問
地
域
振
興
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
９

南
丹
市
小
規
模
企
業
支
援
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

　
市
内
の
小
規
模
企
業
者
の
経
営

安
定
の
た
め
、
対
象
融
資
制
度
の

利
子
補
給
と
京
都
信
用
保
証
協
会

の
信
用
保
証
料
の
助
成
を
行
い
ま

す
。

●
対
象
者
　
常
時
使
用
す
る
従
業

員
の
数
が
20
人（
商
業
ま
た
は
サ

ー
ビ
ス
業
を
主
た
る
事
業
と
す
る

事
業
者
に
あ
っ
て
は
５
人
）以
下

の
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
次
の
①

②
③
全
て
を
満
た
す
方

①
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す

る
方

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

③
南
丹
市
商
工
会
の
会
員

●
申
請
方
法
　
令
和
８
年
１
月
５

日（
月
）
～
19
日（
月
）の
間
に
、

南
丹
市
商
工
会
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
用
紙
は
商
工
会
本
所

お
よ
び
各
支
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

問
南
丹
市
商
工
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
３
８
０

人
材
募
集

自
衛
隊
各
種
採
用
試
験
に
関
す
る

ご
案
内

〈
自
衛
官
候
補
生
〉

●
概
要
　
入
隊
後
任
期
毎
に
継
続

又
は
退
職（
転
職
・
進
学
）を
選
択

で
き
る
コ
ー
ス

●
資
格
　
採
用
予
定
月
の
１
日
現

在
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

●
試
験
期
日
　
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
一
般
曹
候
補
生
〉

●
概
要
　
機
関
要
員
で
あ
る
陸
・

海
・
空
曹
と
し
て
必
要
な
資
質
を

養
い
ま
す
。

●
資
格
　
令
和
８
年
度
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満

●
受
付
締
切
　
第
３
回
９
月
16
日

（
火
）
～
11
月
21
日（
金
）

●
試
験
期
日
　
第
３
回　
１
次
試

験　

11
月
29
日（
土
）
～
12
月
４

日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

〈
採
用
説
明
会
の
ご
案
内
〉

　
自
衛
官
の
仕
事
と
生
活
及
び
採

用
種
目
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

問
防
衛
省
自
衛
隊
亀
岡
募
集
案
内

所TEL
０
７
７
１
－
２
４
－
４
１
７
０

くわしくは
こちら
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子
育
て
支
援

令
和
８
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
部
希
望
者
説
明
会
に
つ
い
て

　
令
和
８
年
度
に
新
規
利
用
を
さ

れ
る
方
を
対
象
と
し
た
入
部
希
望

者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
初
め
て

入
部
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
夏
休
み
期
間
の
み
希
望
さ
れ
る

方
や
年
度
途
中
で
の
入
部
の
可
能

性
が
あ
る
方
も
対
象
で
す
。

※
継
続
し
て
入
部
希
望
の
方
は
、

説
明
会
の
翌
日
か
ら
各
児
童
ク
ラ

ブ
お
よ
び
社
会
教
育
課
に
て
申
込

書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
12
月
23
日（
火
）

第
１
回　
午
後
１
時
30
分
～

第
２
回　
午
後
７
時
～

●
場
所
　
南
丹
市
役
所
本
庁
２
号

庁
舎
３
階
３
０
１
会
議
室

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
入
部
で

き
る
児
童
は
、
南
丹
市
内
の
小
学

校
に
在
学
し
て
い
る
児
童
を
原
則

と
し
、
家
庭
に
お
い
て
保
育
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

相談
相談 日程 時間 場所 予約・問合わせ先

人
権

女性相談
（要予約）

12月10日、24日（い
ずれも水曜日）

①14：00～
②15：00～

予 約 時 に 案 内 し ま
す。

人権政策課
TEL0771-68-0015

特設人権相談
（要予約） 12月9日（火） 13：30～16：00 八木市民センター

京都地方法務局園部
支局
TEL0771-62-0208

福
　
祉

南丹市権利擁護・
成年後見センター
専門相談

（要予約）

弁護士による相談
12月17日（水）
※12月10日（ 水 ）ま
でに予約

14：00～15：00 市役所中央庁舎
1階相談室 福祉相談課

TEL0771-68-0023
社会福祉士による相
談（月曜日～木曜日）9：00～16：00 市役所ほか

障害年金相談
（要予約） 12月23日（火） 13：00～17：00 市役所中央庁舎

１階相談室
市民課
TEL0771-68-0011

なんでも相談
（障がい）

12月20日（土）
13：00～15：00

そよかぜ美山
社会福祉課
TEL0771-68-0007

12月22日（月） そよかぜ八木
12月23日（火） そよかぜ日吉
12月26日（金） 京都太陽の園

行
政
・
法
律

行政相談 12月9日（火） 13：30～15：30 園部文化会館３階会
議室

京都行政監視相談セ
ンター
TEL075-802-1100
総務課
TEL0771-68-0002

南丹市無料法律相
談会（要予約）

12月16日（火）
13：00～16：00

市役所日吉支所１階
食堂 総務課

TEL0771-68-00021月13日（火） 八木市民センター会
議室３
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令
和
８
年
度「
す
こ
や
か
学
園
」の

入
園
申
し
込
み

●
施
設
名
　
幼
児
の
館「
す
こ
や

か
学
園
」

※
す
こ
や
か
学
園
は
、
２
歳
児
を

対
象
に
保
護
者
同
伴
で
利
用
い
た

だ
く
施
設
で
す
。

●
所
在
地
　
園
部
幼
稚
園
内

●
定
員
　
２
学
級
各
20
人

●
入
園
対
象
　
市
内
在
住
の
２
歳

児（
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
）と

そ
の
保
護
者（
転
入
予
定
の
方
も

含
む
）で
、
原
則
１
年
間
の
通
園

が
可
能
な
方
。

●
開
設
日
　
週
２
日（
月
、木
曜
日

ク
ラ
ス
と
火
、
金
曜
日
ク
ラ
ス
）

●
開
設
時
間
　
午
前
の
２
時
間

●
使
用
料
　
月
額
２
，
０
０
０
円

●
申
込
方
法
　
12
月
12
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

問
幼
児
教
育・保
育
推
進
課（
申
込

等
事
務
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
）

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
７

問
園
部
幼
稚
園（
す
こ
や
か
学
園

の
運
営
に
関
す
る
こ
と
）

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
３

「
ほ
め
て
☆
ス
マ
イ
ル
講
座
・
後

期
」を
開
催
し
ま
す

　
「
ほ
め
る
育
児
」を
テ
ー
マ
に
登

録
制
の
シ
リ
ー
ズ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
少
人
数
制
で
お
互
い
の
悩

み
を
共
有
し
、
大
人
も
ス
マ
イ
ル

に
な
れ
る
よ
う
な
講
座
を
受
講
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
12
月
16
日（
火
）、
23
日

（
火
）、
令
和
８
年
１
月
６
日

（
火
）、
１
月
13
日（
火
）、
２
月
10

日（
火
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
全
５
回
と
も
欠
席
の
な
い
よ
う

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
　
市
役
所
３
号
庁
舎
２
階

第
１
会
議
室

●
対
象
者
　
就
学
前
～
小
学
３
年

生
頃
の
児
童
の
保
護
者
な
ど

●
定
員
　
10
人

●
内
容
　
講
話
、
意
見
交
流
、
ほ

め
か
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
な
ど

※
託
児
希
望
者
に
は
託
児
を
行
い

ま
す
。

●
申
込
方
法
　
12
月
12
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
２
８

b
e
-k
o
d
o
m
o
@
c
ity
.

nantan.lg.jp
suinantan

子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
12
月

事
業
の
お
知
ら
せ

〈
共
通
事
項
〉

●
申
込
方
法
　
事
前
に
来
所
い
た

だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

〈
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
〉　

●
日
時
　
12
月
５
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

※
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

〈
親
子
で
ヨ
ガ
を
楽
し
も
う（
１
歳

～
）〉

●
日
時
　
12
月
12
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〈
子
育
て
ひ
ろ
ば　
ク
リ
ス
マ
ス

会
〉

●
定
員
　
親
子
40
人
程
度

●
日
時
　
12
月
18
日（
木
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
〉

●
定
員
　
親
子
40
人
程
度

●
日
時
　
12
月
24
日（
水
） 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
休
日
開
放
〉

　
休
日
や
雨
の
日
の
親
子
の
居
場

所
と
し
て
日
曜
日
に
開
放
し
ま

す
。　

●
日
時
　
12
月
７
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

※
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
来
所
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

●
日
時
　
12
月
８
日（
月
）は
終

日
、
振
替
の
休
館
と
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
８
２

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場「
ぽ
こ
ぽ

こ
く
ら
ぶ
」（
12
月
）

〈
各
ひ
ろ
ば
共
通
事
項
〉

　
各
ひ
ろ
ば
の
ご
利
用
は
無
料
で

す
。

　
要
申
込
の
講
座
は
事
前
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

　
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
八
木
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
の
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ（
ジ
ュ

ジ
ュ
）」

※
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
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3
時
～
5
時
30
分
、
同
場
所
で
、

み
ん
な
の
居
場
所「seedbase

（
シ
ー
ド
ベ
ー
ス
）」を
開
催
し
ま

す
。

※
車
は
市
役
所
八
木
支
所
に
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
園
部
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所
　
子
育
て
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

〈
日
吉
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー〈美
山
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
3
時

●
場
所
　
南
丹
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
美
山
分
室
）　

※
旧
美
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〈
八
木
中
ひ
ろ
ば
〉

●
日
時　
毎
月
第
2
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
八
木
中
学
校
2
階
多
目

的
室

〈
ス
ロ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
〉

　

ヨ
ガ
で
身
体
の
状
態
を
感
じ
、

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ツ
ボ
を
用

い
て
内
臓
を
温
め
ま
す
。
肩
こ

り
・
冷
え
・
月
経
痛
・
産
後
の
不

調
・
更
年
期
症
状
な
ど
、
女
性
の

心
と
身
体
を
整
え
る
講
座
で
す
。

●
日
時
　
12
月
22
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

※
先
着
10
名
程
度

●
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス「
気
に
な
る
木
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
」

●
講
師
　
女
性
専
用
ボ
デ
ィ
セ
ラ

ピ
ス
ト

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
参
加
費
　
１
，
５
０
０
円
、
託

児
付
き
２
，
０
０
０
円

※
他
に
も
、
た
ま
ぴ
よ
く
ら
ぶ
、

産
後
か
ら
だ
ケ
ア
、
産
後
ほ
っ
こ

り
の
日
と
、
妊
娠
中
か
ら
産
後
１

年
ま
で
の
お
母
さ
ん
対
象
の
講
座

等
が
あ
り
ま
す
。

京
都
丹
波
子
育
て
応
援
フ
ェ
ス
タ

●
日
時
　
12
月
13
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所
　
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か

●
対
象
　
亀
岡
市
・
南
丹
市
・
京

丹
波
町
に
在
住
の
子
育
て
中
の
家

庭
な
ど

●
内
容
　
バ
ル
ー
ン（
風
船
）シ
ョ

ー
や
こ
ど
も
向
け
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
も
の

づ
く
り
・
体
験
ブ
ー
ス
、
物
販
コ

ー
ナ
ー
な
ど

問
京
都
府
南
丹
保
健
所
福
祉
課

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
０
３
６
１

カ
フ
ェ
よ
っ
と
い
で〈
12
月
〉

「
ク
リ
ス
マ
ス
カ
フ
ェ
」

●
日
時
　
12
月
20
日（
土
）　

午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
旧
平
屋
小
学
校
ラ
ン
チ

ル
ー
ム

●
参
加
費
　
大
人
１
人
８
０
０
円

小
学
生
～
高
校
生
１
人
２
０
０
円

未
就
学
児
無
料

●
申
込
方
法
　
12
月
18
日（
木
）ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ま
子
育
て
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

「
よ
っ
と
い
で
」

TEL
０
９
０
－
５
０
６
１
－
９
７
５
６

催
し

第
39
回
南
丹
人
権
フ
ェ
ス
タ
や
ぎ

を
開
催
し
ま
す

〈
子
ど
も
み
こ
し
巡
行
〉

●
日
時
　
12
月
６
日（
土
）

午
前
10
時
～ 

11
時
30
分

●
場
所
　
北
屋
賀
地
域
内

〈
舞
台
発
表
〉

●
日
時
　
12
月
７
日（
日
）

午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所
　
八
木
東
部
文
化
セ
ン
タ

ー〈作
品
展
示
〉

●
日
時
　
12
月
４
日（
木
）
～

７
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
最
終
日
は
午
前
11
時
30
分
）

●
場
所
　
八
木
東
部
文
化
セ
ン
タ

ー問
第
39
回
南
丹
人
権
フ
ェ
ス
タ
や

ぎ
実
行
委
員
会

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
４
３
７
８

な
ん
た
に
あ
ん
キ
ッ
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル

●
日
時
　
12
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
　
国
際
交
流
会
館　
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル

●
内
容
　
各
国
の
紹
介
ブ
ー
ス
、

世
界
の
ゲ
ー
ム
、
子
ど
も
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
式

問
南
丹
市
国
際
交
流
協
会

（
火
～
金　
午
後
０
時
30
分
～
４

時
30
分
）

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
１
８
４
０

info＠
nantania.jp

第
10
回
南
丹
市
文
化
協
会

作
品
展
の
開
催
に
つ
い
て

　
南
丹
市
文
化
協
会
の
登
録
団
体

等
の
作
品
展
を
日
吉
町
文
化
祭（
展

示
の
部
）と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
　
12
月
11
日（
木
）
～
24

日（
水
）

９
時
～
午
後
５
時（
最
終
日
は
正

午
ま
で
）

※
た
だ
し
、
月
曜
日
、
休
館
日
を

の
ぞ
く

●
会
場
　
日
吉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー　
ロ
ビ
ー

●
出
展
　
書
道
、
写
真
、
俳
句
、

短
歌
、
絵
画
、
陶
芸　
等

問
社
会
教
育
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
５
７

ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
12
月
14
日（
日
）

午
後
１
時
～
４
時

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会　
園

Instagram LINE Facebook

問ＮＰＯ法人グローアップ
TEL080-3857-8119　　　
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お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

部
事
務
所

TEL
０
７
７
１
－
６
２
－
４
１
２
５

キ
ラ
リ
な
ん
た
ん「
男
性
の
た
め

の
料
理
教
室
」を
開
催
し
ま
す

●
日
時
　
12
月
20
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　 

八
木
市
民
セ
ン
タ
ー

料
理
実
習
室

●
対
象
　 

南
丹
市
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
男
性

●
内
容
　 

①
料
理
実
習（
デ
ザ
ー

ト
を
含
め
４
品
）②
栄
養
の
お
話
し

●
定
員
　
15
人（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
５
０
０
円（
材
料
代
）

●
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

（
バ
ン
ダ
ナ
）・
マ
ス
ク
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物

●
申
込
方
法
　 

12
月
16
日（
火
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
人
権
政
策
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
５

jinken@
city.nantan.lg.jp

な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
サ
ポ
ー

ト
相
談
会
の
お
知
ら
せ

●
日
程
・
場
所

・
12
月
24
日（
水
）
／
南
丹
市
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
美
山
分
室

・
12
月
25
日（
木
）
／
南
丹
市
役

所
中
央
庁
舎（
2
階
防
災
会
議
室
）

●
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
内
容
　
午
前
10
時
～
初
め
て
参

加
さ
れ
る
方
へ
の
説
明

・
個
別
相
談

●
定
員
　
各
日
20
人

●
申
込
期
限
　
各
実
施
日
の
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
持
ち
物
　
初
回
登
録
セ
ッ
ト

（
新
規
参
加
の
方
）　

活
動
量
計
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
お
持
ち
の
方
）

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

　
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や

上
手
な
伝
え
方
を
学
び
ま
す
。

●
日
時
　
令
和
８
年
１
月
30
日

（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
会
場
　
国
際
交
流
会
館　
１
階

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
募
集
人
数
　
１
０
０
人（
先
着

順
）

●
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
２
０ 

２
５
の
対
象
事
業
で
す
。

問
健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
１
６

第
34
回
新
春
席
書
会

参
加
者
募
集

●
日
時
　
令
和
8
年
1
月
10
日

（
土
）午
前
10
時
～（
受
付
：
午
前

9
時
30
分
～
）

●
場
所　
園
部
文
化
会
館
3
階
練

習
室

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
な
ら
可
）

●
持
ち
物
　
筆
、
文
鎮

●
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法
　
12
月
18
日（
木
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
テ
ー
マ
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

作
品
は
1
月
13
日（
火
）
～
29
日

（
木
）の
期
間
、
園
部
文
化
会
館
１

階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

問
園
部
町
文
化
協
会（
園
部
文
化

会
館
内
）（
月
曜
・
祝
日
休
館
）

TEL
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
２
０

FAX
０
７
７
１
－
６
３
－
５
８
４
０

be-syakai@
city.nantan.

lg.jp丹
波
自
然
運
動
公
園
か
ら
お
知
ら

せ〈
流
星
群
観
望
会
〉

●
日
時
　
12
月
13
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

●
場
所
　
丹
波
天
文
館

●
内
容
　
ふ
た
ご
座
流
星
群
を
観

望
し
よ
う
！

●
参
加
費
　
５
０
０
円

●
定
員
　
50
人
程
度

●
対
象
　
小
学
生
以
上（
保
護
者

同
伴
）

●
申
込
方
法
　
12
月
12
日（
金
）ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
丹
波
自
然
運
動
公
園

TEL
０
７
７
１
－
８
２
－
１
０
４
５

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す

●
日
時
　
①
令
和
８
年
１
月
16
日

（
金
）、②
令
和
８
年
２
月
20
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所
　
園
部
文
化
会
館
３
階
中

研
修
室

●
申
込
方
法
　
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
南
丹
市
社
会
福
祉
協
議
会 

八

木
事
務
所

TEL
０
７
７
１
－
４
２
－
５
４
８
０

第
７
回　
京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ

ス
タ

●
日
時
　
12
月
20
日（
土
）

●
時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後

３
時

●
場
所
　
京
都
テ
ル
サ
東
館
２
階

●
対
象
者
　
京
都
府
在
住
の
方

●
内
容
　
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
講
演
、
機
器
展
示
・
体
験
・

相
談

問
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ

ーTEL
０
７
７
４
－
３
０
－
９
０
０
０

第
２
回
南
丹
市
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

参
加
者
募
集
中

●
日
時
　
12
月
14
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

受
付
：
午
前
９
時
～

●
場
所
　
園
部
公
園
陸
上
競
技
場

●
参
加
料
　
小
学
生
未
満
１
０
０

円
、
小
学
生
以
上
５
０
０
円

●
対
象
　
小
学
生
以
上

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
保

護
者
付
き
添
い
の
場
合
に
限
り
、

小
学
生
未
満
の
参
加
可
能
で
す
。

※
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ
ン
ト
２
０ 

２
５
の
対
象
事
業
で
す
。

問
南
丹
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

TEL
０
７
７
１
－
６
８
－
０
０
０
３

申込フォームは
こちら

くわしくは
こちら

くわしくは
こちら



23 広報なんたん11月号

お知らせコーナー

＝メールアドレス　HP＝ホームページアドレス　〒＝郵便番号・住所　　　　　　　　　問＝申込・問合せ先　ＴＥＬ＝電話番号　ＦＡＸ＝FAX番号

No.95　南丹市立図書館
中央図書館　TEL（0771）68－0080　
八木図書室・日吉図書室・美山図書室
（休館日：毎週月曜日・祝日）　　　　
図書館ホームページ二次元コード：  　

No.125

新
刊
紹
介

『
小
泉
八
雲
と
セ
ツ
そ
の
言
葉
と
人
生
』

著
者
／
四
條
　
た
か
子

監
修
／
小
泉
　
凡

発
行
／
宝
島
社

『
な
わ
と
び
に
ん
じ
ゃ
』

作
・
絵
／
杉
原
　
や
す

発
行
／
ひ
か
り
の
く
に

 ～他にもこんな本が入っています～
一般書
・小泉セツ　監修／池田　雅之
・日本一使える護身講座　著者／加藤　一統
・60歳からの長生きたんぱく質主義　著者／和田　秀樹
・すべてを蒸したいせいろレシピ、おかわり! 　著者／りよ子
・神さまショッピング　著者／角田　光代
・エピクロスの処方箋　著者／夏川　草介
・いまだ悪戦苦闘中　著者／垣谷　美雨
・小さな神のいるところ　著者／梨木　香歩
・チキン半々大根多めで　著者／キム　ソヨン　 
児童書
・それ犯罪かもしれない図鑑　監修／小島　洋祐
・鉄道　写真・文／小賀野　実
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂吉区通り4　著者／廣嶋　玲子
・わたしのbe　著者／佐藤　いつ子
・千年先のあなたへ　著者／佐藤　まどか
絵本
・リリとネネのおばけパンケーキ　作／田島　かおり
・いつつごうさぎとはなのゆうえんち　作・絵／まつお　りかこ
・かっぱきゅうり　作／尾崎　玄一郎・尾崎　由紀奈
・パンどろぼうとスイーツおうじ　作・絵／柴田　ケイコ
・びせいぶつクラブへようこそ　作／エリーズ・グラヴェル

スマホで 

確定申告
事前準備講習会 
①美山文化ホール　　　　１２月　９日（火） 
②日吉生涯学習センター　１２月１１日（木） 
③園部文化会館　　　　　１２月２３日（火） 
④八木市民センター　　　１２月２４日（水） 

時間：午前の部（午前１１時～正午）
　　　午後の部（午後２時～３時） 

定員　8名（各会場・時間）

<内容>
・マイナポータル連携
・利用者識別番号の取得
※受講者は、先行して２月２日（月）に市役所本庁で開催されるスマホ申
告会に参加できます。
※本講習会は、事前準備をするものであり、申告書の作成はできません。

<メリット> 
・場所を選ばず、２４時間利用可能 
・必要書類の提出が不要になる（一部除く） 
・３週間程度で還付される 
・印刷・郵送代が不要になる 

＜持参いただくもの＞ 
・マイナンバーカード 
　利用者証明用電子証明書のパスワード（数字４桁）
　署名用電子証明書のパスワード
　　　　　　　　（英数字６文字以上１６文字以下）
・スマートフォン（マイナンバーカード対応） 

お申し込み　ドコモコンタクトCXセンター ０１２０- ５７８- ３６０ （自治体番号４２１をお伝えください）お申し込み
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市の花　さくら 市の木　ぶな 市の鳥　オオルリ

森・里・街・ひとがきらめくふるさと

●総人口：29,200人（−24）
　（男：14,246人

（−10）
・女：14,954人

（−14）
）

●世帯数：14,333世帯（＋6）
（令和7年11月1日現在）

（　）内は前月比

　

日
ご
と
に
冷
え
込
み
が
増
し
、

湯
気
の
立
つ
鍋
が
恋
し
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　
取
材
で
は
、
寒
さ
に
も
負
け
ず

地
域
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
の
笑
顔

や
前
向
き
な
姿
に
出
会
い
、
心
が

温
ま
り
ま
し
た
。
準
備
や
運
営
に

関
わ
る
方
々
の
一
生
懸
命
な
思
い

に
も
触
れ
、
地
域
の
力
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
明
る
さ
や
熱
い
気

持
ち
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
年
の
瀬
も
近
づ
き
慌
た
だ
し
い

時
期
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
体

調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

 

編
集
後
記

リ
レ
ー
を
速
く
走
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
あ
つ
い
日
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
お
体
に
気
を

つ
け
て
元
気
に
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
七
年
九

月
○
○
小
学
校
三
年
○
○
○
〇
。」

　

こ
れ
は
一
例
。
学
校
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
米

寿
の
方
へ
の
手
紙
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
見
知
ら
ぬ

ひ
孫
世
代
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
手
紙
は
ど
れ
も
気

持
ち
が
こ
も
っ
て
い
る
。
便
箋
に
鉛
筆
書
き
の
文
章

は
短
い
け
れ
ど
温
も
り
が
あ
り
、
人
を
元
気
に
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
に
渡
さ
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
恐
ら
く
子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
祖
父
母
や
近
所
の
お
年
寄
り
の
姿
を
も
と
に
人
物

を
想
像
し
、
感
情
移
入
す
る
。

　

さ
さ
や
か
な
手
紙
の
取
り
組
み
だ
が
、
子
ど
も
達

に
い
た
わ
り
の
気
持
ち
や
思
い
遣
る
心
を
育
み
、
人

間
関
係
を
つ
く
る
力
を
養
う
。
手
紙
を
読
ま
れ
た
米

寿
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
う
れ
し
さ
は
推
し
て
知
る
べ

し
。
恐
ら
く
何
度
も
読
み
返
し
て
お
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
来
年
も
子
ど
も
た
ち
に
お
願
い
し
、

こ
の
手
紙
を
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

南
丹
市
長　
西
村　
良
平

　

気
候
変
動
の
現
実
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
今
夏
の
酷

暑
。
秋
到
来
が
待
ち
遠
し
い
９
月
中
旬
、
市
内
の
あ

ち
こ
ち
の
高
齢
者
施
設
で
は
敬
老
事
業
が
数
多
く
行

わ
れ
た
。
日
吉
町
内
施
設
で
の
祝
賀
会
に
出
席
し
て

驚
い
た
の
は
、
長
寿
表
彰
式
の
受
章
者
の
多
さ
。
百

寿
＋
白
寿
８
人
、
卒
寿
14
人
、
米
寿
16
人
。
し
か
も

皆
さ
ん
恍
惚
感
は
な
く
、
か
く
し
ゃ
く
た
る
お
姿
。

思
わ
ず
拍
手
を
送
り
続
け
た
。

　

市
全
体
で
も
昨
年
度
の
百
寿
34
人
、
白
寿
25
人
、

米
寿
は
な
ん
と
２
６
５
人
が
節
目
の
齢
を
迎
え
ら
れ

た
。
医
療
の
支
え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
適
度
な
運

動
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、
睡
眠
、
ス
ト
レ
ス

の
な
い
前
向
き
な
思
考
、
生
き
甲
斐
あ
る
生
活
が
長

寿
の
秘
訣
と
い
う
。
高
齢
独
居
や
二
人
世
帯
が
増
え

る
な
か
で
地
域
で
の
交
流
や
生
き
甲
斐
活
動
が
ま
す

ま
す
大
切
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
市
で
は
毎
年
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
ご
本
人

に
自
宅
や
入
所
施
設
に
て
お
会
い
し
、
お
祝
い
の

品
々
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、
米
寿
の
方
全
員
に
も

お
祝
い
の
記
念
品
を
直
に
お
渡
し
し
て
き
た
。
さ
ら

に
今
年
は
在
宅
米
寿
の
方
に
は
市
内
小
学
生
が
直
筆

に
て
綴
っ
た
手
紙
を
添
え
て
い
る
。　

　
「
お
元
気
で
す
か
。
ぼ
く
は
元
気
で
す
。
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ぼ
く
は
三
年
生
に
な
り
、
わ

り
算
が
早
く
と
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に

漢
字
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
二
学
き
は
運
動
会
の

▲庭のサオトメカズラ


